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   A population-based case-control study was conducted in Boston, U.S.A., Manchester, U.K., and 
Nagoya, Japan to assess the associations of occupations with bladder cancer in men. In Nagoya, 
cancer cases were identified through Nagoya Bladder Cancer Registry, and controls were randomly 
selected from the general population using electoral registers. Study subjects, all males, analyzed 
were 430 cases and 397 controls in Boston; 339 and 493 in Manchester, and 220 and 443 in 
Nagoya, respectively. Occupations significantly related to an increased bladder cancer risk were 
those manufacturing or handling dyes, leather, paint or organic chemicals in Boston, and leather 
or medical workers in Manchester. Occupations significantly associated with bladder cancer 
development were not found in Nagoya. In general, risk related to occupations was relatively 
higher in the younger age group (<65 years old) than in the older age group (z65 yrs old). Statis-
tically significant differences in bladder cancer risk were not demonstrated between manufacturing 
workers and service workers. 
                                              (Acta Urol. Jpn. 35: 2057-2061, 1989) 















症 例 は1976年1月か ら1978年12月ま で にBoston,
Manchester,名古 屋 の3地 区 で 新 た に 発 生 し た 膀 胱
癌 患 者(一 部 腎 孟 尿 管 腫 瘍 を 含 む)で,Bostonの
MassachusettsGeneralHospita1の1人の 病 理 医 が
3地 域 の病 理 組 織 標 本 で そ の診 断 を確 認 した6).
な お名 古 屋 の 症 例 は 名 古 屋 膀 胱腫 瘍 研究 会7)に登 録
され た症 例 で あ る(Table1).
症 例 の年 齢 分 布 は21歳か ら81歳で,対 照 は 各 地 区 の
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Table1・MembersofNagoyaBladderCancerRegistoryin1976







選 挙 人 名 簿 か ら症 例 に対 して居 住 地 区 と年 齢を 頻 度対
応法 でmatchさ せ て無 作 為 に 抽 出 した1・s>.


































務 料理,医 療,理 髪,化 学製品,建 築,木 工,ガ
ス,石炭,アスファル トの15種類である(Table3).
職業歴は,調査対象職業についての従事歴とその作




染料:染 料製造業,衣 服,布,皮 の染物業
繊維:繊 維工場,布,衣 服製造業
ゴム:ゴ ム工場,ゴ ム製品 製造業
皮:な め し皮工場,皮 製 品製造,製 靴業
塗装:塗 装業,塗 料製造業
事務:事 務職,秘 書,タ イピス ト,受付係
料理:調 理師,料 理作 りの仕事
医療:医 療関係の仕事
理髪:理 髪,理 容業
化学;有 機化学,石 油,プ ラスチ ック製造業,製 品の取扱
建築:鉛 管配管,建 築業,電 線製造,配 線業
木工:大 工,木 材,木 製品製造業
ガス:ガ ス取 り付 け業,石 炭,天 然 ガス取扱業
石炭:石 炭,コ ークス取扱業


































































































象 有意(相 対危険度 の95%信頼 区間に1.0を含 まない)
結 果
対象集団の15職業にたいする就業率は,Bostonの
従 来 の報 告 で 膀 胱 癌 発 生 の リス ク職 業 と さ れ て い
る職 業 に つ いて の 相 対 危険 度 を み る と,(1)染 料 は
Bostonで有意 に 大 き い 相対 危険 度(2.1)を 示 した
が,Manchesterと名 古屋 で は リス クとは な って い な
い・(2)皮 はBostonとManchesterでい ず れ も
有 意 に 高 い リス ク(相 対 危 険 度1・7と5.2)で あ る.
(3)塗 装 はBostonで 有 意 の 相対 危 険 度(1.5)で
あ る・(4)有 機 化学 製 贔は いず れ の 地 区 で も1を 越
え る 相対 危 険 度 で あ る が,Bostonでの み 有 意 で あ
る・(5)医 療 職 はManchesterで膀 胱 癌 の リス ク職
業(相 対 危 険 度1.8)であ る.
年 齢 を65歳 未満 と65歳以 上 に 分 け て 検 討 す る と
(Table5)・膀 胱 癌 の 発生 リス クは,(1)染 料 で は
BostonとManchester(とも に65歳 未 満)で 高 く,
(4)有機 化 学 で は,有 意 で は な い が,BostOn,Man、
chester,名古 屋 と も65歳未 満 で高 い リス クで あ るt
同 一 の職 業 に つ い て ・作 業 内容 を原 料 製 造 と製 品 サ
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Table5.Relativeriskbyagegroup
Boston Manchester 名古屋

























































(注)い すれの相対危険度 も有意で ない
一 ビス に 分 け て分 析 した(Table6).
膀 胱 癌 の 発 生 リス クは 各職 業 に よっ て異 な り,い ず
れ も有 意 で は な か った.し か し,染 料 で はBostonと
名古 屋 で,皮 で はBostonとManchesterで,原料
製 造 作 業 に くらぺ,製 品 サ ー ビス職 に よ り高 い リス ク
が あ る よ うで あ る.
考 察
第二 次 大戦 後,広 範 な疫 学 的 調 査 研 究 に よって 染
料 工場 に お け るaromaticaninesの発癌 性 が 明 らか
に され9),その 後cohortstudyを中 心 と す る 研 究
で,ゴ ム10)やケ ー ブ ル11)の製 造,石 炭 ガ ス工 場12>で
aromaticaninesに暴 露 され た 労 働 者 の 膀 胱癌 の発
生 リス クが 確 認 され て い る.1950年以 降 に は.case-
controlstudyが広 く行 わ れ る よ うに な り13・14),塗装
業,織 物 業,美 容 師,医 療 従 事 者,写 真 師 な どの 職 業
が膀 胱 癌 の リス ク職 業 と さ れ,さ らに,皮15),機 械
工,配 管 工,水 夫 や トラ ッ ク運 転 手 に も膀 胱 癌 の リス
クが疑 わ れ て い る16).
これ らの 疫 学 的 調 査 成 績 に よる結 論 はか な らず しも
一 貫 して い る訳 で は な い.研 究地 域 に よ り,研 究 者 に
よ り,リ ス クの 大 き さに は 差 が 見 られ る17・18).
英 国 で は これ まで の 研 究 で,染 料 の ほ か に,ゴ ム,
電 線,織 物 な どの 労 働 者 や 医 療 従事 老14・s5)に膀 胱 癌 発
生 リス クが高 い と され て い る.し か し,今 回 のMan-
chesterでの 調 査 で は 染 料,織 物,ゴ ム との 関 連 は証 明
され ず,塗 装 業,医 療 従 事 者,有 機 化 学 関 連 業 に リス
クが 認 め られ た,Bostonでの調 査 で は ・これ まで と同
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